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市内小中学校に
各界のスペシャリストがやってくる！

～「夢・未来を抱くスペシャル授業in草津」～

問学校政策推進課
ＴＥＬ（５６１）６９８１
ＦＡＸ（５６１）２４８８

平成21年度から始まった「スペシャル授業」では、専門的知識や技
能を有し、各界の専門家や第一線で活躍されている方を招き、市内小中
学校にて特別授業（講話・実技指導など）を実施しています。このこと
を通して、子どもたちが学習を深めるとともに、講師の生き方に学び、
将来への夢や目標を具体的に考える契機となることを目指しています。
毎年、お招きする講師や実施対象、講演内容等を変更しながら実施して
きましたが、今年度は「夢・未来を抱くスペシャル授業in草津」と銘打ち、
著名な講師５名をお招きし、市内小中学校において子どもたちにスペシ
ャルな時間を提供しています。９月の中島貞夫さん（映画監督）の授業
を皮切りに、すでに４人の講
師に６か所で、スペシャル授
業を実施していただきました。
また坪田信貴さんの講演では、
「TV会議システム」を用いて、
市内２小中学校にライブ配信
し、受講できる機会をより広
く設けました。講演や実技指
導を受けた児童生徒が、貴重
な体験を通して自分の将来に
ついて考えるよいきっかけに
なっています。

草津市教育委員会だより

平成28年１月29日（金）夏井いつきさん（笠縫東小学校）俳人。
テレビでおなじみ、俳句作りのスペシャリストです。

今後の予定

中島貞夫さんの授業風景
（平成27年９月11日（金）草津小学校）

坪田信貴さん（『ビリギャル』著者）の
授業風景

（平成27年10月７日（水）新堂中学校）

朝原宣治さん（オリンピック陸上競技メダリスト）の
授業風景（平成27年10月23日（金）老上中学校）

田中浩二さんの授業風景
（平成27年11月17日（火）志津小学校）

田中浩二さん（滋賀県在住　パラリンピアン）の
授業風景

（平成27年11月17日（火）草津第二小学校）

朝原宣治さんと荒川大輔さん（走幅跳
元日本選手権優勝選手）の授業風景

（平成27年10月23日（金）常盤小学校）
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10
月
10
日
（
土
）
か
ら
18
日
（
日
）
ま
で
市
役
所
２
階
特
大
会
議

室
で
第
53
回
草
津
市
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。日
本
画
、洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

の
６
部
門
で
、
２
６
４
点

の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

会
期
初
日
に
は
、
草
津
市

21
世
紀
文
化
芸
術
推
進
協

議
会
の
春
調
会
（
筝
、
尺

八
）
と
、
草
津
吹
奏
楽
団

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
皆
さ
ん
の
演
奏
で
、

展
覧
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
華
々
し
く
飾
っ
て
い
た

だ
き
、
９
日
間
で
延
べ
１
，

９
９
２
名
の
方
々
に
鑑
賞

い
た
だ
き
ま
し
た
。
18
日

（
日
）に
は
、
市
展
賞
、
教

育
長
賞
を
は
じ
め
各
後
援

団
体
賞
な
ど
の
表
彰
式
を
行
い
、

終
了
後
は
展
示
会
場
で
審
査
員
の

先
生
か
ら
の
講
評
も
い
た
だ
き
、

出
品
さ
れ
た
方
か
ら
も
「
大
変
勉

強
に
な
っ
た
」
と
来
年
度
へ
の
意

気
込
み
が
、
早
速
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。皆

さ
ん
も
芸
術
に
触
れ
て
、
草

津
に
お
け
る
文
化
芸
術
の
輪
を
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
６
１
）
２
４
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
６
１
）
２
４
８
８

問学校政策推進課　ＴＥＬ（５６１）６９８１
　　　　　　　　ＦＡＸ（５６１）２４８８
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０
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催
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催
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一般財団法人日本視聴覚協会は、平成27

年度視聴覚教育各地功労者として、草津市立

渋川小学校の仲野忠克教頭を表彰することに

決定しました。

仲野教頭は、長年にわたり、教育課程の中

に視聴覚機器を活用した情報教育を位置づ

け、その推進と充実に努めてこられました。

さらに、草津市の教育ＩＣＴ化において、

電子黒板やタブレットＰＣの導入当初から、

ハード面の整備や授業改善、教職員への研修

等にその卓越した能力とリーダーシップを発

揮され、草津市のＩＣＴ教育を大きく前進さ

せた功績を評価されてのことでした。

なお、本年度表彰の各地功労者は、全国で

35名でした。　

草
津
市
で
は
、
俳
句
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
市

内
小
学
校
５
、
６
年
生
と
中
学
生
を
対
象
に
草
津
市
青
少
年
俳
句

大
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
11
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
小

学
校
か
ら
２
，
４
０
３
句
、
中
学
校
か
ら
３
，
１
７
５
句
の
投
句

が
あ
り
、
四
季
を
通
じ
て
家
族
や
友
達
、
先
生
と
共
有
し
た
大
切

な
思
い
出
を
、
17
音
に
込
め
た
力
作
が
揃
い
ま
し
た
。
入
選
作
品

１
０
０
句
の
う
ち
、
優
秀
作
品
10
句
は
、
選
者
の
石
倉
政
子
さ
ん

の
俳
画
を
添
え
て
、
10
月
26
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
の
間
、
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
、
来
庁
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
を
迎
え
ま
す
。
こ
た
つ
、
お
で
ん
、
ス

ト
ー
ブ
・
・
・
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
、
あ
っ
た
か
季
語
を

探
し
な
が
ら
、
家
族
で
俳
句
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？

草津市の教育ICT化に貢献！

仲野忠克教頭先生

視聴覚教育各地功労者表彰
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10
月
16
日
（
金
）
に
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
５
（
以
下
Ｊ
・
Ｓ
・
Ｆ
）
が
、
立
命

館
大
学
ク
イ
ン
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
、晴
天
の
中
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｊ
・
Ｓ
・
Ｆ
は
、
草
津
市
内
の
６
年
生
全
児
童
参
加
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
で
す
。

Ｊ
・
Ｓ
・
Ｆ
で
は
、
全
員
参
加
の
「
長
縄
８
の
字
跳
び
」
や
代
表
選
手
に
よ

る
「
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
」
だ
け
で
な
く
、
立
命
館
大
学
の
陸
上
競
技
部

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
競
技
団
体
の

協
力
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

や
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
も
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
長
縄
８
の

字
跳
び
」
で
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
出
そ
う
と
、
ク
ラ
ス
全
員
の
気

持
ち
を
一
つ
に
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
３
分
間
で
５
０
０
回
と
い
う
新

記
録
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
普

段
は
あ
ま
り
体
験
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
技
を
直
接
見
る
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
す
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
３
日
（
火
・
祝
）
に
、
第
12
回
草
津
市
武
道
祭
が
草
津

市
立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
草
津
市
武
道
祭
は
、
一
般
社
団
法
人
草
津
市
体
育
協
会

の
加
盟
団
体
で
あ
る
６
武
道
が
一
堂
に
会
し
、
武
道
を
通
じ
て

心
身
を
鍛
え
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
対
人
関
係
を
学
び
取
る
と

と
も
に
人
間
形
成
を
図
る
場
と
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
維
持

発
展
と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
、
立
命
館
大
学
相
撲
部
に
よ
る
ち
び
っ
こ
相
撲
が

行
わ
れ
、
児
童
た
ち
が
自
分
よ
り
大
き
な
体
格
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
の
相
撲
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
開
会
式
に
先
立
ち
、
先
の
第
11
回
世
界
女
子

相
撲
選
手
権
大
会
で
３
位
の
成
績
を
収
め
ら
れ
た
、
立
命
館
大

学
相
撲
部
の
山
中
未
久
選
手
の
草
津
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
各
武
道
の
演
武
に
お
い
て
は
、
観
衆
を
惹
き
つ

け
る
と
て
も
迫
力
の
あ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
５
６
１
）
２
４
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
６
１
）
２
４
８
８

ジュニアスポーツフェスティバルKUSATSU2015
～スポーツを通して、すべての子どもに感動を～

ジュニアスポーツフェスティバルKUSATSU2015
～スポーツを通して、すべての子どもに感動を～

問スポーツ保健課　ＴＥＬ（５６１）２４３２
　　　　　　　　ＦＡＸ（５６１）２４８８

第
12
回
草
津
市
武
道
祭
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教育委員会の活動については、
草津市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.kusatsu.shiga.jp/

記事に対するご意見、ご感想などがございましたら、下記までご連絡ください。

草津市教育委員会事務局 教育総務課
〒525-8588　滋賀県草津市草津三丁目13番30号
TEL：077-561-2425（直通）  FAX：077-561-2488

草津市
第12号は
３月１日発行予定です。

　「コンパス」は、円を描く道具
と、方位を示す羅針盤の二つの意
味を持っています。
　本誌の提供する情報が皆さまの
「縁」や「輪」を描くことができ
るように、また、教育の進む方向
を示す道しるべとなるように、と
いう想いを込めています。

み
ち
し
る
べ

草
津
宿
街
道
交
流
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
５
６
７
）
０
０
３
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
５
６
７
）
０
０
３
１

問

文
化
財
保
護
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ  （
５
６
１
）
２
４
２
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
５
６
１
）
２
４
８
８

問

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ

原
合
戦
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は
、

同
年
の
九
月
十
七
日
付
で
福
島
正
則

の
禁
制
を
草
津
村
に
下
し
、
交
通
の

要
衝
で
あ
っ
た
草
津
の
地
を
い
ち
早

く
自
ら
の
掌
中
に
お
さ
め
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
近
江
の
地
か
ら
豊
臣
色

の
除
去
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
江

戸
時
代
は
じ
め
ご
ろ
の
寛
永
期
、
市

域
の
村
々
を
支
配
し
て
い
た
領
主
は
、

膳
所
藩
石
川
氏
・
越
後
三
条
藩
稲
垣

氏
・
伊
勢
菰
野
藩
土
方
氏
・
山
城
淀

藩
永
井
氏
・
上
野
前
橋
藩
酒
井
氏
と
、

旗
本
渡
辺
・
諏
訪
部
氏
・
水
野
氏
に

加
え
、
幕
府
直
轄
の
天
領
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
元
禄
期
に
な
る
と
、

五
百
俵
以
上
の
蔵
米
取
の
旗
本
を

地
方
知
行
に
引
き
か
え
た
「
元
禄
の

地
方
直
し
」
に
よ
っ
て
、
村
々
を
支

配
す
る
領
主
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、

こ
の
と
き
確
定
さ
れ
た
所
領
が
、
以

後
幕
末
ま
で
続
き
ま
す
。

市
域
で
は
、
旧
草
津
川
を
境
に
領

主
支
配
が
少
し
異
な
り
ま
す
。
旧
草

津
川
よ
り
南
側
の
村
々
で
は
、
膳
所

城
に
も
近
く
、
城
付
領
と
し
て
膳
所

藩
の
支
配
の
も
と
に
郷
代
官
が
置
か

れ
、
村
々
で
は
村
役
人
が
村
の
運
営

に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
北
側
の
村
々
で
は
、
一
つ

の
村
に
複
数
の
領
主
が
存
在
す
る

「
相
給
」の
形
態
で
、大
名
領
で
は
淀

藩
や
河
内
狭
山
藩
、
前
橋
藩
の
飛
地
、

旗
本
領
で
は
江
戸
住
の
旗
本
の
領
地

で
し
た
。
特
に
平
井
村
な
ど
で
は
元

禄
期
に
領
主
が
七
人
も
い
る
複
雑
な

入
り
組
ん
だ
支
配
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
領
主
が
、
京
都
へ
出

仕
し
た
際
の
経
費
を
賄
う
た
め
で
も

あ
り
、
ま
た
、
栗
太
郡
の
地
が
肥
沃

な
土
地
柄
で
、
年
貢
確
保
の
面
か
ら

も
多
く
の
領
主
た
ち
が
注
目
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
村
々
で
は
、
複
数

の
領
主
が
存
在
し
て
い
て
も
、
村
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
考
え
る
江
戸

時
代
の
村
支
配
の
根
幹
で
あ
る
「
村

請
制
」
は
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。

木
内
石
亭
（
１
７
２
４
―
１
８
０
８
）
は
、
本
市
北
山
田
町
で
暮
ら
し

た
江
戸
時
代
の
本
草
学
者
、
弄
石
家
（
石
の
愛
好
家
）
で
す
。

今
回
、
草
津
宿
街
道
交
流
館
で
彼
と
彼
の
弄
石
仲
間
で
あ
る
西
遊
寺
鳳

嶺
・
願
行
寺
了
観
な
ど
が
収

集
し
た
奇
石
類
な
ら
び
に
本

市
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
発

掘
調
査
に
よ
り
出
土
し
た
縄

文
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か

け
て
の
石
器
等
、
２
８
０
点

余
を
展
示
す
る
「
草
津
市
歴

史
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
９
、

石
亭
を
継
ぐ
も
の
」
展
を
開

催
し
、
多
く
の
方
々
に
観
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

慶長5年9月17日付福島正則禁制

江
戸
時
代
・
村
々
の
領
主

野
路
岡
田
遺
跡
（
南
草
津
一
）
よ
り

出
土
し
た
縄
文
時
代
の
石
鏃
ほ
か

草
津
市
歴
史
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
９

「
石
亭
を
継
ぐ
も
の
」展
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

こ
も　

の

じ　

か
た

あ
い
き
ゅ
う

む
ら

う
け
せ
い

木
内
石
亭
像
（
原
本
二
木
長
右
衛
門
氏
蔵
、

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
複
製
）

展示会の様子

き　

う
ち 

せ
き 

て
い

ろ
う 

せ
き


